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Ⅰ はじめに 

 

調布市人権教育推進委員会 

委員長  藤 倉 正 道 

(調布市立第四中学校長)  
 

 

調布市教育委員会教育目標のひとつには，次のような子どもを育成すると明記されていま

す。 
 

 

 学校教育では，調布市の子どもたちが徳・知・体の調和のとれた成長と，国際化，情報

化の進展など，社会の変化に主体的に対応できる力をつけることを目指し， 

○ 命の大切さを自覚し，人の尊厳を重んじ，互いの良さや違いを認め合うことので  

きる力を身に付けた子ども                           (以下略) 

 

  

 

東京都教育ビジョンでは「知・徳・体」という並びであるが，これを「徳・知・体」と変え

ているところに調布市教育委員会の強い意志が感じられます。そして，「徳」を育成するため

の方針として，次のように述べられています。 
 

１ 豊かな人間性を培い，規範意識を高める。 

  人権教育を推進し，子どもたち一人一人に人権尊重の理念を理解させるとともに，道徳教

育等を通し，人が生きていくために必要な，時代と地域を越えた普遍的な価値を身に付けさ

せる。 
 

２ 社会の変化に対応できる力を高める。 

  人権尊重の理念に基づき，自他との関わりを通し，子どもたち一人一人が道徳教育を通し

て身に付けた普遍的な価値を自らの行動に結びつけようとする態度を養う。 

                                                                      (以下略) 
 

 このことは，人権教育を推進し，人権尊重の精神に基づいた正しい人権感覚を身に付けた子

どもを育成することを強く求めています。 
 

 そこで，本委員会が設置され，人権教育に関わる課題や対応の協議，授業研究，人権教育推

進校訪問，人権教育ニュースの作成・発行，人権教育指導資料の作成などに取り組んでいると

いうことです。 
 

 市内，各小中学校におかれましては，本指導資料を参照・活用し，教職員の人権意識の向上，

人権教育の充実に生かしていただけるようお願いいたします。 
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Ⅱ 調布市の人権教育における現状と課題 

調布市は，平成１７年４月に多摩地区で最初の子ども条例を制定し，その２年後には，「いじめや虐待の

ないまち」を宣言しました。そして，「生命をいつくしみ，人の尊厳を重んじる心を育てる。」を調布市教

育委員会の基本方針１に掲げ，特に「徳育」の分野を重視して，「いじめ・偏見・差別をしない，させない

人間の育成」に全力をあげて取り組んでいます。 

 

【現状】 

（１）いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか。 

                              平成 26 年度全国学力・学習状況調査 児童・生徒質問紙調査の結果より 

児童(小学校第 6 学年)，生徒(中学校第 3 学年) 

 

【結果①】 

「いじめはどんな理由があってもいけないことだ」と思っている児童・生徒（「当てはまる」及び「どち

らかと言えば当てはまる」と回答した児童・生徒）は，小学校では 96.6％，中学校では 93.7％で，小・中学

校ともに，東京都及び全国の数値より上回っている。 
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（２）調布市におけるいじめの認知件数 

                      文科省 児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査の結果より 

 

【結果②】 

小・中学校とも，各年度において，認知件数にばらつきがあるが，平成 25 年度は，前年度より，小・中学

校ともに減少している。（小学校においては，大幅に減少している。） 

 

（３）学校生活で，友達関係等何か悩みを抱えたら，誰に相談することが多いですか。 

                                平成 26 年度全国学力・学習状況調査 児童・生徒質問紙調査の結果より 

児童(小学校第 6 学年)，生徒(中学校第 3 学年) 
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【結果③】 

「学校生活で友達関係などの悩みを誰に相談することが多いか」については，小学校では「家族」の 47.7

％，中学校では「友達」の 43.5％が一番高かった。また，「先生」は，小学校では 3.7％，中学校では 2.3

％で低い値であった。さらに，「誰にも相談しない」は，小学校では東京都及び全国より高い数値であり，

中学校では，全国より高い数値であった。 

 

 

 

（４）普段，1日あたりどれぐらいの時間，携帯電話やスマートフォンで通話やメール，インターネットをし

ますか。 

                                平成 26 年度全国学力・学習状況調査 児童・生徒質問紙調査の結果より 

児童(小学校第 6 学年)，生徒(中学校第 3 学年) 

 

【結果④】 

「普段，1日あたりどれぐらいの時間，携帯電話やスマートフォンで通話やメール，インターネットをしま

すか」については，小学校では 63.4％の児童が携帯電話やスマートフォンを持っていて，3％の児童が 3

時間以上使用している。また，中学校では 85％の生徒が携帯電話やスマートフォンを持っていて 16.4％の

生徒が 3 時間以上使用している。学年が上がるにつれて，携帯電話やスマートフォンの使用率が増加して

いる。 
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【課題●と今後の取組◇】 

● 【結果①】より，調布市は，「いじめは，どんな理由があってもいけない」という考えをもっている児

童・生徒が，全国及び東京都の平均より高い状況であるが，小・中学校ともいじめ撲滅に至っていない。 

● 【結果②】より，平成 25 年度のいじめの認知件数は，前年度より，小・中学校とも少なくなり，各学校

でのいじめの未然防止に向けての取組が成果をあげているが，いじめ撲滅に至っていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 【結果③】より，学校生活で悩みを抱えたとき，学校の先生に相談する児童・生徒が少ない状況である。

また，誰にも相談しないでいる児童・生徒が多数いる状況である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 【結果④】より，小学校第 6学年では約 6割の児童，中学校第 3学年では約 8割の生徒が，携帯電話や

スマートフォンを持っている。学年が上がるにつれて，携帯電話やスマートフォンの使用率が増加し，情

報端末機器を利用したいじめ等のトラブルが発生する危険性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 各学校は，いじめを見て見ぬふりをする児童・生徒（いじめの傍観者）をなくすために，いじ

めについて，児童・生徒自らが主体的に考え活動する取組を推進していく。そのために，毎年 12

月の調布市立学校人権週間では，いじめに特化し，児童会・生徒会が中心となった取組（いじめ

撲滅運動）を行う。 

◇ 各学校が組織的に，いじめの未然防止に取り組んでいく。そのために，各学校は，「学校いじ

め防止対策基本方針改訂版」を作成し，全教職員の共通理解のもと，関係機関と連携し，意図的

・計画的な取組を実施する。 

◇ 各学校は，年間を通じて，意図的・計画的に学校相談体制を充実させていく。そのために，毎

年，小学校第 5学年及び中学校第１学年におけるスクールカウンセラーとの全員面接を実施した

り，教員は，日頃から児童・生徒に対して，継続的な声かけ及びきめ細やかな支援を実施したり

して，児童・生徒との信頼関係の構築に努め，困ったことがあったらいつでも相談できる体制を

構築していく。 

◇ 各学校は，家族や友達から情報を収集する学校体制の構築を充実させていく。そのために，学

校いじめ相談窓口を設置するとともに，保護者会及び学校便り等で，保護者・地域に向けて周知

していく。また，定期的にアンケート調査を実施していく。 

 

◇ 各学校は，児童・生徒の実態や発達段階等を踏まえ，携帯電話やスマートフォンの安全かつ適

切な使い方等を計画的・継続的に指導していく。そのために，中学校においては，セーフティ教

室で携帯電話やスマートフォンの安全かつ適切な使い方等を指導する情報モラル教育を実施して

いく。また，小学校においては，学校の実態に応じて適宜実施していく。 

◇ 各学校は，保護者会及び学校便り等で，携帯電話やスマートフォンの安全かつ適切な使い方等

についての保護者への啓発を行っていく。 
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Ⅲ 平成２６年度の調布市の取組 

１ 人権尊重の視点に立った研究実践  ～調布市立上ノ原小学校の実践より～ 

平成２５・２６年度東京都人権尊重教育推進校 調布市立上ノ原小学校 

(１) 研究主題「わたしも大切 みんなも大切 認め合い」 

本校の児童の実態及び教職員の願いを踏まえ，関わり合いを通して自他の価値に気付き，認め合うこ

とができるような児童の育成を図りたいと考え，本研究主題を設定した。 

(２) 主な研究内容及び研究方法等 

【基礎研究に取り組む】 

「自尊感情測定尺度（東京都版）」による，児童の実態調査や，全６回の授業研究及び研究協議会，

講師による指導・助言を通して，成果と課題の共有化を図った。 

【指導上の課題の明確化】 

・ 児童の実態調査は，昨年度と今年度，５・６年生に実施し，今後の指導上の課題を明確にして共通理 

授業研究を通して学んだこと 

○ 人権教育で大切なことは，「子供の人権感覚を高める」ことと「子供の人権を守る」ことである。

特に小学校では「子供の人権感覚を高める」ことに重きを置く。 

→ そのために，授業での取組と授業以外での取組など全教育活動を通じて行う。また，教員の人権

感覚の向上は大前提である。 

○ 人権教育で取り組む道徳や国語と，道徳や国語の研究とでは何が違うのかを考えると，広義でと

らえると変わらない。本時のねらいが達成できたか，そのために講じた手だては有効であったかな

どを協議会で討議するなど，各教科等の目標を達成させることが前提になる。違うところは，指導

案に，人権教育の視点を明記し，本時のねらいを立てることである。 

→ 協議会の視点としては，「教科のねらいと人権教育の視点との関連」等にすると，人権教育の研

究授業としての協議が深まる。 

○ 授業づくりで気を付けることは，「人権教育全体計画」（平成２５年度人権教育指導資料２４ペ

ージ参照）の下から３段目にある「普遍」と「個別」欄を意識することである。授業者は，「今回

の授業は，普遍的な視点からの取組に関わる授業なのか，個別的な視点からの取組に関わる授業な

のか」を，明確に意識して授業づくりに臨むことが大切である。 

○ 東京都が示している１０の人権諸課題について，小学校段階では，発達段階を考えると，「知識

的側面」「価値的・態度的側面」「技能的側面」の中では，「価値的・態度的側面」のウエイトが

大きくなる。１０の課題を網羅して扱うのは困難があると考えられる。 

○ 人権諸課題の「子供」（個別的な視点からの取組）は，いじめや虐待が対象となる。例えば，道

徳の研究授業で「子供」を取り上げた場合，価値項目が「思いやり」「友情」であるならば，普遍

的な視点からの取組となる。指導案作成の際はその点に留意する。 

→ 子供が社会に現実としてある「偏見」や「差別意識」を知ることが大切である。授業の中で，人

権諸課題について，子供たちに「どう思った？」と引き出すのではなく，「こんな差別や偏見が社

会にある」という点に触れることが大切である。 
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解を図った。 

自尊感情測定尺度 

○ 自尊感情測定尺度（東京都版）自己評価シート・・・昨年度と今年度，５・６年生に実施した。全
体的に数値は高いが，相対的に「Ａ自己評価・自己受容」は低い傾向にある。昨年度と比較すると，
数値上の大きな変化は見られていない。 

「A自己評価・自己受容」「B関係の中での自己」「C自己主張・自己決定」 

 

５年                        ６年 

 

 

 
 
 
 
【今後の指導上の課題】 
・ 自分のよさや個性を認識する場面や経験を増やし，ありのままの自分を受け入れられるようにする
こと。 

・ 自己評価が高まるように褒めたり認めたりすることを増やし，自分の判断や行動に自信をもたせる
こと。 

・ 他者との比較ではなく，自分なりの目標の達成を目指すようにさせること。 
・ 自尊感情や自己肯定感が低い児童を把握し，個別に支援していくこと。 

 

 

【各種計画の見直し】 

・ 組織的・計画的にすすめるために人権教育を通じて育てたい資質能力の実現に見合うよう人権教

育の全体計画や年間指導計画をはじめ各種計画を見直し作成した。 

【指導内容・方法の充実を図る】 

・ 各教科等の単元の目標・内容を踏まえ「人権教育を通じて育てたい資質・能力（知識的側面，価

値的・態度的側面，技能的側面）を明らかにした上で，人権教育の視点や人権教育に関わる留意点

を設定し，指導の成果を上げることができるよう指導方法を工夫改善した。 

・ 児童は本来学ぶ意欲や対象への興味・関心をもっているという肯定的児童観に立って，教える授

業から考えさせる授業，協同的・参加的・体験的な授業への一層の転換を図った。 

 

（３）今年度におけるこれまでの研究の成果や課題について 

【成果】 

○ 教育活動全体を通して人権教育に取り組んだことにより，児童の課題は教師の指導の課題である

という教職員の意識が高まった。それに伴って，児童が，授業や日常の中で，友達の気持ちを察し

た言動をする場面が増える等，自分も友達も大切にしようとする姿がより見られるようになった。 

○ 人権教育の全体計画を見直し，人権課題に関わる年間計画を作成することで，特に，人権課題「子

供」「障害者」等を取り上げた指導において，道徳や他教科との関連性や系統性を共通理解し，計

画的に指導することができた。 

【課題】 

● 今年度の授業研究による成果と課題を踏まえながら授業改善や年間計画の再検討を図り，児童の

人権意識や他者理解を更に深め，実際の行動に結び付けられるようにすることが課題である。 
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２ 人権教育推進のための研修会の実施について 

 

（１）平成２６年度東京都教育委員会人権教育推進協議会 

○主催 東京都教育委員会 

○目的 人権課題についての正しい理解と認識を深め，人権教育の内容や方法について研究・協議

を行うことにより，学校における人権教育の推進を図る。 

○日時 ①校長対象 

平成２６年５月１２日・５月１５日・５月２３日・５月２７日（４回）の日程から１

日を選択し全員参加済 

      ②副校長対象 

平成２６年６月１０日，６月２０日，６月２６日，６月３０日（４回）の日程から１

日を選択し全員参加済 

      ③主幹教諭・指導教諭・主任教諭・教諭 

        平成２６年１０月７日,１０月１６日,１０月２１日,１０月２７日（４回）の日程から

１日を選択し全員参加済 

④進路指導主任（中学校） 

平成２６年６月２日に全員参加 

○場所 国立オリンピック記念青少年総合センター 

東京都多摩社会教育会館 

新宿文化センター 

○対象 校長，副校長，主幹教諭，指導教諭 

主任教諭・教諭，進路指導主任(中学校) 

○内容 「学校における人権教育の推進」小林福太郎（東京女子体育大） 

「学校教育における人権教育の推進」平沢保治（国立ハンセン病資料館） 

「ダウン症の娘とともに生きて」金澤泰子 他 

 

 

（２） 平成２６年度調布市人権教育推進委員会 

  ○主催 調布市教育委員会指導室 

○目的 市立小・中学校の人権教育にかかわる課題を明らかにし，その対応について協議するとと

もに，指導資料を作成する。 

  ○日時 平成２６年５月１２日，６月１６日，９月１日，１０月２３日以上幹事会 

１１月２７日（上ノ原小学校授業研究・公開） 

  ○対象 （人権幹事会委員） 

小・中学校長３名，小・中学校副校長２名，小・中学校主幹教諭３名 

（人権教育推進委員） 

       各小・中学校教員２８名 

○内容 ① 全体会では，担当副校長の進行により，各校の情報交換及び人権尊重を視点とした授

業研究，協議等を行う。年４回の幹事会では，人権教育ニュース及び指導資料の編集

等を行う。 

      ② 平成２５・２６年度は上ノ原小学校が東京都人権尊重教育推進校として，調布市・東

京都における推進校の役割を担い，平成２６年１１月２７日に公開授業研究，協議会

を行う。 

  ○講師 東京都教育庁指導部人権班及び東京都教職員研修センターが招聘する講師 
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（３） 平成２６年度東京都教職員研修センター夏季研修 

○研修会名  夏季体罰防止研修会 

○日  時  平成２６年８月４日（月） １３：３０～１７：００ 

○場  所  東京都教職員研修センター 

  ○対  象  各校から１名以上の出席者を要請している 

○内  容  東京都教育委員会における体罰防止に向けた取組を知るとともに,事 

例演習を通して体罰根絶に向けた取組方法を理解し,組織的な取組に 

ついての意識を高める。 

○講  師  日本アンガーマネージメント協会 

 

 

 

（４） 平成２６年度調布市立小・中学校における各校の取組状況 

  ○研修会について 

   ①全校で実施 

   ②内容例 

   ア 人権教育プログラム（学校教育編）を使用した研修（教職員の人権感覚の高揚等） 

   イ 児童虐待防止セット（東京都教育委員会）を使用した研修会 

   ウ 東京都教職員研修センター指導主事等による教職員の人権感覚高揚に向けた取組 

   エ 研究授業及び協議会の実施 

  ○調布市いのちと心の教育月間の取組 

  ○調布市立学校人権週間（１２月１日～５日）における取組 

  ○服務事故防止月間の取組（年２回） 

  ○ふれあい月間におけるいじめ調査（年３回） 

  ○体罰調査（年１回） 

   

 

 

（５） 平成２６年度調布市人権教育推進委員会の取組 

  ○第１回 人権教育推進委員会 

    日時  平成２６年６月１６日（月） 午後３時～ 

    場所  調布師教育会館研修室３０１ 

内容 

  ア 調布市教育員会における人権教育の基本方針及び取組の概要について 

調布師教育委員会 指導主事 江原 光紀 

  イ 講 義「調布市における人権教育の推進について」 

調布師教育委員会 指導主事 江原 光紀 

   ① 調布市が目指す人権教育について 

    ・人権尊重の理念「自分の大切さとともに,他の人の大切さを認めること」 

・平成２６年度の調布市人権推進委員会のテーマ『人権課題「子供」の取組』 

   ② 人権プログラムの活用について 

・さまざまな人権課題（女性,子供,高齢者,障害者,同和問題など）に関わる差別意識の解消を

目指す。 

   ③ 学校における人権教育の推進について 

    ・学校いじめ防止対策基本方針の理解 

    ・児童生徒による主体的な取組(未然防止) 

    ・ＳＣによる全員面接(早期発見) 

    ・学校いじめ対策委員会の設置（早期対応） 
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○第２回 人権教育推進委員会  （台風により中止のため実施予定のみ） 

   日時  平成２６年１０月６日（月） 午後１時２５分～ 

場所  調布市立緑ヶ丘小学校 

内容 

 ア 人権尊重教育の視点からの授業参観 

              授業者 調布市立緑ヶ丘小学校 滋野 卓也 主幹教諭 

   学級活動 内容（１）学級や学校の生活づくりの「学級や学校における生活上の諸問題の 

解決」に関すること 

 イ 研究協議会 

 ウ 指導・講評 

   講師 東京都多摩教育事務所指導課  指導主事 諏訪 伊都子 先生 

 

 

 

 

○第３回 人権教育推進委員会  

人権尊重教育推進校の研究・実践等に関する第１０ブロック連絡会 

   日時  平成２６年１１月２７日（木） 午後１時４５分～ 

場所  調布市立上ノ原小学校 

内容  平成２５・２６年度東京都教育委員会人権尊重教育推進校 

研究発表会への参加 

   ア 公開授業 

     授業者 調布市立上ノ原小学校全学年全クラス担任 

     道徳・国語・総合的な学習の時間 

   イ 研究発表 

   ウ 指導・講評・指導のまとめ 

   エ 講演 

演題「児童の自尊感情を高めるために」 

講師 明星大学教育学部講師・元八王子市立第三小学校 

校長 岩木 晃範 先生 

 

 

 

○第４回 人権教育推進委員会  

   日時  平成２６年１２月１７日（水） 午後１時４５分～ 

場所  武蔵野市立第五中学校 

内容  平成２６・２７年度東京都養育委員会人権尊重教育推進校 

中間発表会への参加 

   ア 公開授業 

授業者 武蔵野市立第五中学校  前田 義徳 教諭 

第１学年 英語 

イ 研究協議および指導・講評 

ウ 各市からの人権教育推進の報告および協議 
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３ 調布市「いのちと心の教育」月間における市内各校の取組 

（１） ねらい 

  調布市立小・中学校では，平成２４年１２月２０日の事故を風化させない取組として，自他の生命

（いのち）を大切にすること，一人一人の違いを認め合う道徳の授業の充実を図ること，児童・生徒

が食物アレルギーについて正しく理解し，食物アレルギーのある児童・生徒も他の児童・生徒と同じ

ように給食の時間を楽しく過ごすこと等ができるよう，心豊かな教育活動を展開し，推進することに

努める。 

 

（２） 今年度の取組に対しての留意事項 

 ○公開授業として位置付けるため，実施日を明確にする。 

○校長講話を行う。 

○「生命尊重」を扱った道徳の授業や，「食物アレルギー」を扱った特別活動の授業等を実施する。 

 

（３） 市内各小・中学校の取組 

 

学校名 実施日 実施時刻 主な実施内容 

第一小 12月19日(金) 8:25～ 8:40 

9:35～10:20 

・「いのちと心」に関する校長講話 

・「生命尊重」を扱った道徳の授業（全学級） 

第二小 12月18日(木) 

 

12:45～13:00 

13:40～14:25 

・「いのちと心」に関する校長講話 

・「食物アレルギー」を扱った特別活動の授業(全学級) 

第三小 12月 8日(月) 8:25～ 8:40 

8:50～12:20 

・「いのちと心」に関する校長講話 

・「生命尊重」を扱った道徳の授業（全学級） 

八雲台小 12月17日(水) 

 

8:30～ 8:40 

8:40～ 9:00 

9:35～12:15 

・「いのちと心」に関する校長講話 

・「食物アレルギー」に関するお話 

・「生命尊重」を扱った道徳の授業（全学級） 

富士見台小 12月19日(金) 

 

8:30～ 8:45 

8:55～ 9:40 

・「いのちと心」に関する校長講話 

・「食物アレルギー」を扱った特別活動の授業（全学級） 

滝坂小 12月19日(金) 

 

8:30～ 8:40 

9:35～10:20 

・「いのちと心」に関する校長講話 

・「生命尊重」を扱った道徳の授業，又は「食物 

アレルギー」を扱った特別活動の授業（全学級） 

深大寺小 12月19日(金) 13:45～14:15 

14:15～14:30 

・「食物アレルギー」に関する紙芝居と寸劇（全学級） 

・「いのちと心」に関する校長講話 

上ノ原小 12月 1日(月) 

 

8:30～ 8:45 

9:35～10:20 

・「いのちと心」に関する校長講話 

・「生命尊重」を扱った道徳の授業，又は「食物 

アレルギー」を扱った特別活動の授業（全学級） 

石原小 12月22日(月) 8:30～ 8:45 ・「いのちと心」に関する校長講話（テレビ放送） 
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  8:45～ 9:00 

9:00～ 9:30 

・「食」に関するビデオ放映（テレビ放送） 

・「食」に関する特別活動の授業（全学級） 

若葉小 

 

12月18日(木) 

 

8:30～ 8:45 

8:45～ 9:30 

・「生命尊重」に関する校長講話 

・「食物アレルギーの正しい理解」に関する特別活動の

授業（全学級） 

緑ヶ丘小 12月19日(金) 

 

 

8:35～ 8:45 

8:45～ 8:55 

9:00～ 9:20 

・保健委員会による「食物アレルギー」に関する発表 

・「いのちと心」に関する校長講話 

・「食物アレルギー」を扱った特別活動の授業（全学級） 

染地小 12月16日(火) 8:25～ 8:35 

8:40～10:15 

・「いのちと心」に関する校長講話 

・「生命尊重」を扱った道徳の授業（全学級） 

北ノ台小 12月15日(月) 

 

8:25～ 8:35 

8:45～ 9:30 

・「いのちと心」に関する校長講話 

・「生命尊重」を扱った道徳の授業，又は「食物アレル

ギー」を扱った特別活動の授業（全学級） 

多摩川小 12月15日(月) 

 

8:20～ 8:35 

8:40～ 9:25 

・「いのちと心」に関する校長講話 

・「生命尊重」を扱った道徳の授業，又は「食物アレル

ギー」を扱った特別活動の授業（全学級） 

杉森小 12月19日(金) 

 

10:05～10:20 

10:40～11:25 

・「いのちと心」に関する校長講話 

・「いのちと心」に関する道徳の授業又は，特別活動の

授業（全学級） 

飛田給小 12月22日(月) 8:30～ 8:45 

8:50～ 9:35 

・「食物アレルギー」に関する校長講話 

・「食育」を扱った特別活動の授業（全学級） 

柏野小 12月 8日(月) 8:25～ 8:45 

10:35～11:20 

・「いのちと心」に関する校長講話 

・「生命尊重」を扱った道徳の授業（全学級） 

国領小 12月 8日(月) 

 

 

8:25～ 8:35 

8:45～10:20 

 

・「大切な命」に関する校長講話 

・「生命尊重」を扱った道徳の授業，又は「食物アレル

ギーの理解」についての特別活動の授業（全学級） 

布田小 12月 1日(月) 

 

8:25～ 8:35 

8:35～ 9:10 

・「いのちと心」に関する校長講話 

・「食物アレルギー」についての特別活動の授業(全学級) 

調和小 12月 1日(月) 

 

12月 2日（火） 

1，3年 

 

12月 4日（木） 

6年 

12月16日（火） 

2年 

 

8:25～ 8:40 

 

8:45～14:20 

14:25～15:10 

 

9:35～14:20 

 

9:35～12:15 

・「いのちと心」に関する校長講話 

 

・「食物アレルギー」又は「いのちの大切さ」を扱った

特別活動の授業，又は総合的な学習の時間の授業(全学

級) 
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調布中 12月 1日(月) 8:30～ 8:40 

8:40～15:20 

・「いのちと心」に関する校長講話 

・「いのち大切さ」についての道徳の授業(全学級) 

神代中 12月 1日(月) 

12月 8日(月) 

8:30～ 8:45 

8:55～ 9:45 

・「生命尊重といじめ防止」に関する校長講話 

・「生命尊重」を扱った道徳の授業（全学級） 

第三中 12月 8日(月) 

12月10日(水) 

8:30～ 8:45 

9:35～10:20 

・「いのちと心」に関する校長講話 

・「生命尊重」を扱った道徳の授業（全学級） 

第四中 12月15日(月) 

 

8:30～ 8:40 

14:30～15:20 

・「いのちの大切さ」に関する校長講話 

・「生命尊重」を扱った道徳の授業（全学級） 

第五中 12月 8日(月) 8:30～ 8:45 

8:50～ 9:40 

・「いのちと心」に関する校長講話 

・「いじめと生命尊重」を扱った道徳の授業，又は特別

活動の授業（全学級） 

第六中 12月 1日(月) 8:25～ 8:40 

8:45～ 9:35 

・「大切な命」についての校長講話 

・「生命尊重」を扱った道徳の授業（全学級） 

第七中 12月 1日(月) 8:30～ 8:40 

8:50～ 9:40 

・「いのち」に関する校長講話 

・「生命尊重」を扱った道徳の授業（全学級） 

第八中 12月 1日(月) 8:30～ 8:45 

8:45～ 9:35 

・「生命尊重」に関する校長講話 

・「生命尊重」を扱った道徳の授業（全学級） 

 

 

【富士見台小の取組】 

① 校長先生の講話 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 食物アレルギーを扱った各学級の授業 

 

 

 

 

 

 

 

 

食物アレルギーを扱った「いのちと心」の校長

先生の講話です。 

校長先生からは，児童の書いた詩や金子みすず

の詩を題材にして「一人一人はみんな違っていて，

みんなよさをもっていますよ。」というお話があ

りました。 

体育館での講話の後に，各学級で食物アレルギ

ーを扱った授業を行いました。 

児童からは，「食物アレルギーのことが分かり

ました。」「みんなで理解しあうことが大切だと

思いました。」という感想が聞かれました。 
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４ 調布市立学校「人権週間」における市内各校の取組 

国際連合は，１９５０年（昭和２５年）１２月４日の第５回総会において，世界人権宣言が採択され

た日である１２月１０日を「人権デー」と定め，すべての加盟国及び関係機関がこの日を祝賀する日と

して，人権活動を推進するための諸行事を行うよう要請する決議を採択した。  

   我が国においては，法務省と全国人権擁護委員連合会の同宣言が採択されたことを記念して，１９４

９年（昭和２４年）から，毎年１２月１０日を最終日とする１週間（１２月４日から同月１０日まで）

を，「人権週間」と定めており，人権尊重思想の普及高揚を図るため啓発活動を行っている。 

そこで，調布市では，今年度，１２月１日（月）～５日（金）を「調布市立学校人権週間」と位置付

け，下記の留意事項を踏まえ，各校の実態に応じた取組を実施した。 

 

（１）今年度の取組に対しての留意事項 

○原則，人権週間に合わせて取組を実施する。 

○いじめの未然防止に関する内容について，児童・生徒の主体的な取組（児童会・生徒会等を活用）

として実施する。 

 

（２）市内各小・中学校の取組 

学校名 実施日 実施時刻 主な実施内容 

第一小 12月 9日(火) 12:55～13:35 ・「いじめ撲滅縦割りフレンズタイム」 

 縦割り班によるレクリエーション活動の中での発

表 

第二小 12月 1日(月)  8:30～ 8:45 ・いじめ撲滅集会 

いじめ撲滅スローガン発表 

第三小 12月 1日(月)  8:25～ 8:40 ・人権集会 

５・６年代表児童による標語の紹介，意見の表明 

八雲台小 12月 1日(月) 

 

 8:25～ 8:40 

 8:50～ 9:00 

・児童朝会の校長講話でいじめ未然防止の啓発 

・児童会で考えたいじめ防止スローガンの発表 

・いじめアンケートの実施 

富士見台小 
12月 1日(月) 

～ 

12月 5日(金) 

給食時間 

・代表委員会が中心となり，いじめをなくす標語を考

え，各クラスに伝えて，いじめをしないようにアピ

ールする。 

・各クラスにいじめ防止ポスターの掲示 

滝坂小 12月 1日(月) 

12月 1日(月) 

～ 

12月 5日(金) 

8:30～ 8:40 

7:50～ 8:15 

 

給食中 

授業の中で 

・校長講話「いじめをなくすために」 

・代表委員によるあいさつ運動 

いじめのない学校づくり呼びかけ運動 

・通常級とわかくさ学級との交流給食 

・各クラスによるいじめ未然防止に関する授業 

深大寺小 12月 1日(月)  8:30～ 8:45 ・月曜朝会において，いじめについてクラスの全員が

意識を高めることを呼びかける。 
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上ノ原小 12月18日(木)  8:30～ 8:45 

 

・いじめ撲滅集会 

各学年代表者によるいじめ防止スローガン発表 

石原小 12月 1日(月）  8:25～ 8:35 ・いじめ撲滅スローガン発表会 

 児童会で考えたいじめ防止スローガンの発表 

若葉小 11月28日(金) 

 

 

12月 1日(月) 

12:15～13:35 

 

 

 8:30～ 8:45 

・交流給食及び縦割り班遊び 

 上学年の児童から下学年の児童に，「いじめはいけ

ない」ということを伝える。 

・「人権教育」に関する校長講話 

緑ヶ丘小 12月 1日(月) 

～ 

12月 5日(金) 

 ・道徳の時間における人権に関する授業の実施 

・３年生以上の学年では，一人一つの「いじめ撲滅に

関する標語」を作成する。人権週間期間に校内掲示

する。 

染地小 12月 2日(火)  8:25～ 8:35 ・いじめをなくそう集会 

染地小みんなが仲良くすごせるためにはどうした

らよいか考えよう・寸劇 

北ノ台小 12月 1日(月) 

～ 

12月 5日(金) 

12月 8日(月) 

12月 8日(月) 

～ 

12月19日(金) 

学級活動 

 

 

8:25～ 8:35 

 

 

・「いじめの未然防止」をテーマに話し合い，意見を

まとめ標語にする。 

 

・各学級代表が全校児童の前で標語の発表 

・各学級の標語を廊下に掲示する。 

多摩川小 12月 1日(月) 

 

 

12月 3日(水) 

 

12月 8日(月) 

8:20～8:35 

 

 

8:20～8:35 

 

8:20～8:35 

・児童朝会 

 第 21回「子どもたちからの人権メッセージ発表会」

で発表した水野さんのメッセージ発表 

・児童集会 

 各クラスからのいじめ撲滅に向けてのスローガン

の発表 

・児童朝会 

 人権擁護委員の方からの講話 

杉森小 12月 1日(月) 

 

 8:25～ 8:40 ・全校朝会において，各学級で考えたいじめをなくす

ための目標や手立てを発表し，全校でいじめについ

て考える。 

飛田給小 12月 4日(木)  8:30～ 8:45 ・いじめ防止標語発表集会 

各自のいじめ防止標語を各教室前に掲示し，クラス

から一点を発表集会で発表する。 
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柏野小 12月 1日(月)  8:25～ 8:35 ・代表委員会によるいじめ防止の呼びかけ 

一人一人が仲良く，楽しく，安心して過ごせる学校

生活を送るために，自分たちが友達にできることを

発表する。 

国領小 12月 1日(月) 

12月 1日(月) 

～ 

12月 5日(金) 

 8:25～ 8:40 ・校長講話（人への思いやりについて） 

・学級活動 

 いじめについて学級で話し合う。 

学校生活アンケートを行い，児童が抱える課題を把

握し対応する。 

布田小 12月 5日(金) 

 

 8:25～ 8:40 ・いじめをなくそう全校集会 

ふれあい月間で取り組んだ各学級のいじめをなく

そうスローガンの発表をする。 

調和小 11月中 

 

 

 

12月 1日(月） 

～ 

12月 5日(金） 

学級活動 ・「いじめのない学級にするためにどんなことができ

るか」，又は「いじめを見たとき，自分はどうする

か」について全児童が考え，短冊に書く。各学級か

ら１点よい作品を選び，職員室前に掲示する。 

・人権週間中に，掲示された作品を全児童が読み，担

任がいじめに関する講話をする。 

調布中 年間を通じて 

 

 道徳・総合・学級活動の時間 

・生徒会「思いやりキャンペーン」における「いじめ

防止」の討論会を受けてさまざまな取り組みを行っ

ている。例）思いやりの木・・生徒一人ひとりのや

さしい心遣いの発表・掲示 

・いじめ防止教育プログラムの「いじめに関する授業」

の実施 

神代中 12月 1日(月) 

 

 8:30～ 8:45 

 

・「生命尊重といじめ防止」に関する校長講話 

・全校朝礼において，生徒会長から全校生徒に向け「い

じめ根絶スローガン」の発表 

第三中 12月 3日(水)  8:50～ 9:40 

 

・道徳の授業 

 各クラス「人権」をテーマとした授業を行い，授業

の後半で，クラスの中でいじめ撲滅についての発表

会を行う。 

第四中 12月 1日(月) 

～ 

12月 5日(金) 

 8:00～ 8:20 ・ありがとう週間 

生徒会があいさつ運動を計画し，「友達をたいせつ

にしよう」 

「明るい 1日にしよう」「友達なよいところを見つけ

よう」な  どの前向きな声かけを行う。 
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第五中 12月 1日(月)  8:30～ 8:45 ・いじめ撲滅集会 

生徒会朝礼時に，生徒会役員が全校生徒へ呼びかけ

を実施 

第六中 

 

12月 8日(月) 

 

 8:30～ 8:40 ・生徒会の取組として 

いじめ撲滅に対する生徒会長からの呼びかけ 

 

第七中 12月 1日(月) 

～ 

12月 5日(金) 

朝の時間 ・「いじめ撲滅週間」と位置付け，生徒会がスローガ

ンを考え，いじめ未然防止活動の実施 

・各クラス 1枚ポスターの掲示 

・生徒会が主体となって生徒昇降口にあいさつ運動の

実施 

第八中 12月 8日(月)  8:30～ 8:45 ・生徒会主催の朝礼で，生徒会長がいじめ撲滅につい

ての話をする。 

 

 

 

 

 

【多摩川小の取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12/3(水)の児童集会で，各学級からいじめ撲滅に

向けてのスローガン発表がありました。 

代表児童からは，「みんな友達，守ってあげる」，

「たすけたい，ゆうきをだして言ってみよう」な

ど，「いじめの傍観者になるのは，やめよう」と

いう力強い発表がありました。 
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見直してみましょう『学級経営』 

                                      №65 平成２６年９月１２日 

 人権教育ニュース 
～教員の人権感覚の高揚～               調布市人権教育推進委員会 

 

 

 

学校では，教師自身が人権意識を常にもつことが大切です。日々の授業や学

級経営において，児童・生徒に対する適切な配慮を心掛けましょう。 

※チェックして日頃の指導にいかしましょう。 

＜教師と子供との関わりについて＞  

『児童・生徒に向かって「お前」と呼んだり暴言や精神的苦痛を与えたりする行為は，体罰と同じ

ように人権侵害に当たる可能性があります。』 

 児童・生徒を「あだ名」や「呼び捨て」で呼ばず，敬称を付けていますか？ 

 指示に従わなかった時，感情的にならずに冷静に対応していますか？ 

 「一緒に考えてみよう」など，共感的な言葉掛けや指導をしていますか？ 

 

＜教室環境について＞  

『一人一人の作品や文集は本人や保護者にとってよき思い出となるものです。人権侵害に当たる表

現があってはなりません。誤字脱字を直して掲載することも教師の責務です。』 

 掲示物は全員分ありますか？ 

 誤字・脱字をそのままにしないよう，掲示物を確認していますか？ 

 プライバシーに関わる学習進度などを掲示せず，序列を生まないよう心掛けていますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

      

 

 

 

 

参考：東京都教育委員会「人権教育プログラム平成26年3月」より 

＜発行する文書について＞  

『発行する文書は，表現によって傷付く人がいないか，誤解を招くことがないか，様々な観点から

検討しましょう。写真やイラストへの配慮も必要です。』 

 体の名称を用いて，物事の不十分さを示すような表現をしていませんか？ 

 女性・障害者・同和問題・外国籍児童，子供の蔑視につながる言葉を使っていませんか？ 

 顔写真が切れていたり身体のイラストが不適切に省略・強調されていたりしていませんか？ 

＜個人情報の管理について＞  

『校内研究会の資料などで個人が特定できるような記述は，厳に避けるべきです。普段から重要な

個人情報を大量に扱っている意識をもち，細心の注意を払いましょう。』 

 第三者が聞く恐れのあるところで，家庭や学習の話をしないよう心掛けていますか？ 

 個人情報が記載された書類などは，鍵のかかる引き出しに保管していますか？ 

 児童・生徒名が載った文書をリサイクル用紙にしないよう配慮していますか？ 
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№66 平成２６年１１月７日 

 人権教育ニュース 

～情報モラルの推進～                調布市人権教育推進委員会 

 

 

情報モラル教育の推進 ＝ネット上のいじめから子供を守る＝ 

 

「ネット上のいじめ」とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネットがもつ匿名性と簡易性から、発見と指導が困難であること、子供が簡単に被害者にも加害者に

もなってしまうこと、短期間に深刻な状態にいたることなどが特徴です。「ネット上のいじめ」が起因

となって、自殺にいたる事件も発生しています。 

「ネット上のいじめ」の背景 

 

 

 

 

 

 

「ネット上のいじめ」の原因・背景は、「いじめ」のそれと何ら変わりはありません。人の攻撃性は、自分

を傷つけた相手やもっと弱い別の誰かに向けられたり、自分自身に向けられたりします。他者を攻撃する場合

は、自分を守ろうとしたり、一時的な優越感や満足感を得ようとしたりする心が背景にあります。 

 

①対面では張り合えない相手を攻撃できる。 

②直接手を下さず、罪の意識を感じにくい。 

③不特定多数の「仲間」を自分の側につけられる。 

こうした心理を背景にもつことか

ら「ネット上のいじめ」が安易に広

がってしまうと考えられます。 

 

【知らないうちに自分が…】 

 携帯電話に「死ね」と書か

れたメールが送られてきた

り、自分が送ってもいないメ

ールについて担任から注意

を受けたりした。無視しよう

と思ってもなかなかできな

い。とても苦しい。死にたい。 

 

【勝手に裏サイトに…】 

 同級生に無理やり写真を撮られ、

パソコンに画像が送られてきた。裏

サイトにも載せられている可能性

があり、不安で眠れない。 

 

【チェーンメールが来て…】 

 30分以内に3人に転送しないと不

幸になるという内容で、他クラスの生

徒の悪口が送られてきた。悪いことと

は分かっていても、転送しないと今度

は自分が標的にされそうで怖い。 

 

http://www.gakkohoken.jp/uploads/photos/434.jpg
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学校で「ネット上のいじめ」が発生した場合の対応 

 

 

 

 

対応の配慮事項 

対応の配慮事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめ問題に関する相談窓口 

〇 東京子どもネット・ケータイヘルプデスク（こたエール） 03-3500-5181 

      〈インターネット〉365日 24時間 http://www.tokyohelpdesk.jp 

〇 東京都いじめ相談ホットライン  03-5331-8288  24時間 

         平成24年度インターネット等の適正な利用に関する指導事例集・活用の手引き(平成25年3月) 

東京都教育庁指導部より作成 

 ○ 調布市教育相談所 電話相談  042-481-7777  午前9時～午後6時 

    (参考:平成26年3月 東京都教育委員会「人権教育プログラム(学校教育編)」 

     ① ネット上のいじめの発見／児童・生徒、保護者からの相談 

     ② 書き込み内容の確認 

     ③ 掲示板の管理者に削除依頼 

     ④ 掲示板等のプロバイダに削除依頼 

※ 管理者に削除依頼しても削除されない場合や管理者の連絡先が不明な場合 

     ⑤ 削除依頼しても削除されない場合 

※ 警察と連携し、助言を受けることや法務局・地方法務局に相談し対応することも有効です。 

             ■「仕返しが怖い」「プライドを傷付けられたくない」「保護者に心配をかけたくない」 

        といった、被害を受けた子供の傷ついた心を支え、安心感や自分は安全だという気 

        持ちをもたせる声かけをし、話を聞く。 

       ■教師自らが絶対的な信頼の対象であることを、子供たちにしっかりと示す。  

         

       ■いじめは、絶対にしてはいけないという毅然とした態度を貫く。 

       ■行動に至った原因、加害者の子供が抱える悩みや問題等、行動の深層にある心理を 

         理解し対応する。 

 

 

被害者対応 

加害者対応 

http://www.tokyohelpdesk.jp/
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№67 平成２７年１月３０日 

 人権教育ニュース 

調布市人権教育推進委員会 

 

各学校の人権教育における効果的な取組について 

調布市立上ノ原小学校の事例 ～人権尊重教育推進校の取組～ 

上ノ原小学校は，平成２５・２６年度東京都教育委員会人権尊重教育推進校として，「わたしも

大切，みんなも大切，認め合い」をテーマに人権教育へ取り組みました。その中で「普遍的な視点

からの取組」「個別的な視点からの取組」「日常の取組」「学校行事等での取組」「家庭・地域との連

携」「教職員の取組」と様々な実践を行いました。その中から今回は，「日常の取組」について紹介

します。 

「日常の取組」では，規範意識の育成や豊かな人間関係づくり，自尊感情の形成など，人権感覚

を育成するための日常的な指導について明示したり，言葉づかいや挨拶など言語環境を整えたりし

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権標語 

全校児童で人権標語

づくりに取り組みまし

た。各学年の代表作品を

「人権集会」で発表しま

した。 

代表児童の人権標語の発表と，教員による詩（北原白秋 

「ひとつのことば」等）の朗読を通し，全校で人権尊重の大切

さについて考える取組を行いました。 

ほめほめシャワー 

６年生による１年生のお世話 

人権集会 

低・中学年では，帰りの会で，クラ

スメイトが代表の児童の一人を決め，

その児童に対して，その日がんばった

ことなどを褒める「ほめほめシャワー」

に毎日取り組みました。 

人権啓発交通広告 

東京都総務局主催の人権啓

発ポスター展に６年生全員で

参加しました。選ばれた作品

が沿線の私鉄車両に１ヶ月間

掲出されました。 
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児童・生徒が「人権」について主体的に考える取組 

調布市立緑ヶ丘小学校の事例 ～人権標語の作成～ 

緑ヶ丘小学校では，「調布市立学校人権週間」に，人権標語の

作成に取り組んでいます。 

本校の１２月の生活目標「『人権』を大切にしましょう」を受

け，児童朝会で校長先生が「人権」についての講話を行います。 

そして，各学年の児童の発達段階に応じて，各学級で「人権」

に関する授業を行います。その授業において，「『人権』を大切

にしていくために自分（たち）にできることは何か」を考え，第

３学年以上で人権標語を作成しています。各学級の代表４名分の

人権標語を保護者・地域の方にも見ていただけるように，１階昇

降口付近に掲示しました。 

 

調布市立調布中学校の事例 ～思いやりキャンペーンの取組～ 

調布中学校では，生徒会本部が中心となり，総合的な学習の時間

等を活用して，「思いやりキャンペーン」を全学年で実施しています。 

「思いやりキャンペーン」では，様々なテーマを年度ごとに設定

し，思いやりについて考える取組をしています。今年度は，「いじめ」

「マナー」「福祉」について生徒一人一人が考え，グループで討論会

を行う学習でした。 

例えば，生徒が作成した「いじめ」がテーマの漫画を一人一人が

読みます。それに対して，まずは自分の考え・主張をもちます。そ

の考え・主張を基に「いじめの原因は何だったのか」というテーマ

で討論会を行います。 

討論会後には，一人一人の感想を「思いやりの木の葉っぱ」とし

てまとめました。その中には，「いじめの種をつくらない」「自分が

いじめをしない」「いじめをしている人がいたら注意する」「一人ぼ

っちでいたら，その人に話しかける」「いじめを放置しない」といった感想がありました。 

いじめ撲滅には，いじめを見て見ぬふりをする傍観者をなくすことが重要と考えます。そのためには，教

員からの声かけや指導は大切ですが，生徒自らが主体となって「いじめをなくしていこう」とする意識を醸

成させることが大切であると考えます。 

 

 

 

     

 

 

 

討論会の様子 思いやりの木 
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（１）教員の人権感覚の高揚 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

（２）情報モラル教育の推進 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
（３）各学校の人権教育に関わる効果的な取組 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権感覚とは，日常生活の中で人権上問題のあるような出来事に接した際に，直感的にその出来事はお

かしいと思う感性や，日常生活において人権への配慮が態度や行動に現れるような感覚である。教職員は，

児童・生徒に直接関わり，指導することでその心身の成長発達を促進し支援するという役割を担っている。

したがって，一人一人の大切さを強く自覚し，一人の人間として接するという姿勢で指導することが重要

である。教職員は，自らの言動が児童・生徒の人権を侵害することにならないよう，常に次のことを意識

しておかなければならない。 

①教職員が人権尊重の理念を十分に理解すること。 

②教職員が一人一人の児童・生徒の人権を尊重すること。 

③学校の教育活動を常に検証すること。 

日々の授業や学級経営において「教師と子どもとの関わり」「教室環境」「発行文書」「個人情報の管

理」などの見直しをして適切な配慮を行うことが必要である。 

携帯電話やスマートフォンが子どもたちの間に普及するとともに「ネット上のいじめ」が急速に広

がっている。「ネット上のいじめ」の特徴は， 

①不特定多数の者から絶え間なく誹謗中傷が行われ，被害が短期間で極めて深刻なものとなるこ

と。 

②ネットの匿名性から，安易に書き込みが行われることで，子どもが簡単に被害者にも加害者にも

なること。 

③情報の加工が容易なため悪用されやすく，一度流出した個人情報は回収が困難であり，不特定多

数からアクセスされる危険性があること。 

④子どもの利用状況の確認が難しく，実態の把握と効果的な対策が立てにくいこと。 

が挙げられる。 

子どもたちを守るため、学校や家庭・地域が連携していく必要がある。 

 

１２月１０日「世界人権デー」に合わせ、今年度，本市では１２月１日から５日までを「調布市

立学校人権週間」と位置付け，主にいじめ撲滅に特化した取組を全小・中学校で行った。例えば，

次のような取組である。 

・朝会時に，校長先生が人権に関する講話を行う。 

・道徳や学級活動等の時間に，人権に関する授業を行う。 

・その授業を基に，児童・生徒自らが，人権について主体的に考え，行動する取組を行う。 

 人権のことをまずは知り，それを知った上で自分たちがすべきことを考え，行動できる。そのよ

うな子どもたちを育てたいと考えている。 

「人権教育ニュース No.67」では，小学校では上ノ原小学校，緑ヶ丘小学校，中学校は調布中学

校の計３校の人権教育にかかわる取組の紹介を行った。 

 調布市立学校間で情報を共有し合うことを通して，児童・生徒，そして教員の「人権感覚の高揚」

「人権教育の推進」を図っていきたいと考える。 

 



 

 

25 

 

平成２６年１２月１９日                                   

 調 布 市 教 育 委 員 会 

 

調布市教育委員会「いじめ防止対策基本方針」改訂版 

 

１ 調布市教育委員会によるいじめ問題に対する基本的な考え方 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

２  いじめ防止対策基本方針策定のための根拠法令等について 

○ 日本国憲法 ○ 教育基本法 ○ 学校教育法 ○ いじめ防止対策推進法  

○ 東京都いじめ防止対策推進条例 ○ 東京都いじめ防止対策推進基本方針 

○ 東京都教育委員会いじめ総合対策 ○ 調布市子ども条例  

○ 調布市「『子ども 夢 すこやかなまちづくり』～いじめや虐待のないまち宣言～」 

○ 調布市教育委員会教育目標及び基本方針 ○ 調布市いじめ撲滅の手引き 

○ 調布市教育委員会いじめ防止対策委員会設置要綱  

 ○ 調布市教育委員会いじめ防止連絡協議会設置要領 

 

３ 目指す児童・生徒像について 

● 上記法令等を踏まえて設定する。 

 

 

 

 

４ いじめ防止対策に関する調布市教育委員会の目標について 

● 上記法令等を踏まえて設定する。 

 

 

  

 

 

 

 

○ 個性が認められ，自分らしく生きる子 

  ○ 夢と希望をもちながら，いきいきと育つ子 

  ○ いじめを「しない」「させない」「許さない」心をもち思いやりのある子 

○「するを許さず」    いじめを許さない心を育む 

  ○「されるを責めず」    いじめられている子を責めない心を育む 

  ○「いじめに第三者なし」 「いじめはいけない」と言える心を育む 

いじめは，いじめを受けた子どもの心に長く深い傷を残すものであり，いじめはどこの学校でも

どの学級にでも起こり得るという認識の下，日常的に未然防止に取り組むとともに，いじめを把握

した場合には，速やかに解決する必要がある。 

いじめを「未然防止」「早期発見」「早期対応」「重大事態への対処」の４つの段階のポイント

があることを常に念頭に置く。 

特に，児童・生徒自らがいじめについて主体的に考え，「いじめを見て見ぬふりをせず，声を上

げられる学校づくり」を目指す。 
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５ 調布市教育委員会の基本的な取組 

（1）未然防止の基本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調布市教育委員会は，いじめの未然防止のために，下記の事項に取り組む。 

・ 学校いじめ防止基本方針の全校策定と学校いじめ防止対策委員会の全校設置を図る。 

・ 学級経営，道徳教育，人権教育等の充実を含めた「いじめ防止対策」年間指導計画の策定を図る。 

・ 教職員の人権意識の高揚及び授業力の向上，学校の組織的対応力を強化する。 

・ 「人権週間」，「いのちと心の教育月間」における児童会・生徒会主体の開発的な取組の推進を図

る。 

・ 「あいさつ運動」及び地域に開かれた学校づくりの推進を図る。 

・ 小学校高学年及び中学校における，弁護士等を活用した法教育を推進する。 

・ スマートフォン，携帯電話等によるいじめの未然防止を図るための外部機関を活用した情報モラル

教育を推進する。 

・ いじめの根絶について，家庭訪問・学校だより等を活用した家庭・地域に対しての啓発及び協力依

頼を図る。 

・ 生活指導主任会を調布市教育委員会いじめ防止対策連絡協議会と位置付けたいじめ防止の連携・対

策強化を図る。 

 

(2) 早期発見の基本 

 

 

 

 

 

調布市教育委員会は，いじめの早期発見のために下記の事項に取り組む。 

・ 全教員による校内巡回等を通した子どもの見守りの強化を図る。 

・ 年間３回のふれあい月間（６，１１，２月）における，いじめ実態調査を実施する。 

・ 小学校第５学年，中学校第１学年の児童・生徒における，スクールカウンセラーによる全員面接を

実施する。 

・ 学校いじめ相談窓口の周知と学校いじめ相談窓口を活用した定期的な子どもとの二者面談を実施す

る。 

① 児童・生徒が安心・安全に学校生活を送ることができ，規律正しい態度で授業や行事，部活動

等に主体的に参加・活躍できる学校づくりの推進を図る。 

② 校長のリーダーシップの下，いじめ問題に組織的に対応するためのシステムの構築を図る。 

③ 児童・生徒に「いじめ」について主体的に考える機会を定期的に設け，「いじめは絶対に許さ

れない」ことを自覚する態度の育成を図る。 

④ いじめ防止対策推進法等で示されている取組を，学校が確実に行えるようにするため，教職員

に対する研修の充実を図る。 

① 児童・生徒の日常生活からいじめの萌芽を素早く察知するシステムの構築を図る。 

② 被害の子ども、周囲の子どもからのいじめ情報の確実な受信ができるようなシステムの構築を

図る。 
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・ 関係機関との連携による学校非公式サイト等の監視を充実させる。 

・ いじめに対する学校の取組姿勢を保護者に理解してもらうための啓発資料を活用する。 

 

(3) 早期対応の基本 

 

 

 

 

調布市教育委員会は，学校におけるいじめの早期対応のために，学校と連携して下記の事項に取り 

組む。 

・ 生活指導主任会等の「学校における事故・事件報告」の中で，いじめとして対応すべき事案か否か

を判断する。 

・ 学校いじめ対策委員会の設置及び被害児童・生徒及び加害児童・生徒への適切な対応が図れるよう，

学校に対して指導・助言する。 

・ 必要に応じて法務局又は地方法務局に協力を求めたり，所轄警察署などの専門機関に支援を求めた

りする。 

 

(4）重大事態への対処の基本 

 

 

 

 

 

調布市教育委員会は，重大事態が起きた場合，教育長を委員長とする調布市教育委員会「いじめ防

止対策委員会」を設置し，下記の事項に取り組む。 

・ 教育委員会への報告を求め，教育委員会が設置する組織との連携・協力を指示する。 

・ 被害の児童・生徒に対する緊急避難措置を検討し実施するとともに，保護者を含めた心のケアを図

るためにスクールカウンセラーを派遣する。 

・ 加害の児童・生徒への懲戒や出席停止を検討し，実施する。 

・ 加害の児童・生徒への指導は，警察と連携しながら進めるとともに，緊急保護者会の開催を同時進

行に進める。 

 

 

 

 

 

 

 

① 学校いじめ対策委員会を核とした対応の充実を図る。 

② 被害児童・生徒への支援，加害児童・生徒への指導の充実を図る。 

③ 学校と調布市教育委員会，関係機関との連携を図る。 

① 被害児童・生徒の保護と被害児童・生徒及び保護者に対してのケアを図る。 

② 加害児童・生徒への懲戒指導を行う。 

③ 警察や児童相談所等の関係機関との連携を図る。 

④ 保護者・地域との連携を図る。 
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調布市教育委員会指導室 

 

調布市教育委員会いじめ防止対策委員会設置要綱 

 

 

（設置） 

第１条 調布市教育委員会は，いじめ防止対策推進法第２８条第１項の規定に基づき，所管する当該の 

学校が，次に掲げる事態（以下「重大事態」という）に直面した場合，適正かつ迅速に対処する 

とともに，重大事態の発生の未然防止に資するため，調布市教育委員会いじめ防止対策委員会（以 

下「委員会」という）を設置する。 

（１） いじめにより，当該学校に在籍する児童・生徒の生命，心身又は財産に重大な被害が生じた疑

いがあると認めるとき。 

（２） いじめにより，当該学校に在籍する児童・生徒が相当の期間学校を欠席することを余儀なくさ

れている疑いがあると認めるとき。 

（３） その他，児童・生徒や保護者又は学校の設置者等から，いじめにより重大事態に至ったという

申し立てがあったとき。 

（４） 生活指導主任会における報告内容（調布市教育委員会「いじめ防止対策基本方針」【改訂版】

に定められたＣ事案）において，学校が教育委員会や関係機関と連携して対応する必要が生じた

とき。 

 

（組織） 

第２条 委員会は，教育長を委員長とし，指導室長，統括指導主事，指導主事，教育相談所，子ども家 

庭支援センターすこやか等で構成される委員により組織する。 

２  必要に応じて，調布市顧問弁護士，調布警察署，保護司会，多摩児童相談所等第三者からの意 

見を求め，問題の早期解決にあたる。 

 

（所掌事項） 

第３条 委員会は，いじめ防止対策推進法第２８条第１項及び同条第２項，同条第３項，並びに同法第 

３０条第１項に基づき，次に掲げる事項を所掌する。 

（１） いじめの事実関係を明らかにするための調査を実施する。 

（２） 当該学校での調査及び解決に向けた取組について，必要な指導及び支援を行う。 

（３） いじめを行った児童・生徒への懲戒や出席停止を検討する。 

（４） 警察や児童相談所等の関係機関との連携を行う。 

（５） いじめを受けた児童・生徒及びその保護者に対し，当該調査における事実，並びにその他必要

な情報を提供する。 

（６） いじめの実態調査結果を教育委員会に報告する。 
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（重大事態にある当該学校への指導及び支援） 

第４条 委員会は，重大事態にある当該学校に対し，次に掲げる事項について，適切かつ迅速な指導及 

び支援を行う。 

（１） 調布市教育委員会への報告を求め，調布市教育委員会が設置する組織との連携・協力を指示す

る。 

（２） いじめを受けた児童・生徒の教育を受ける権利，その他の権利及び利益が擁護されるよう，学

校に対して指導・助言を行う。 

（３） 緊急保護者会の開催を学校と連携して行い，丁寧な説明を行う。 

 

（その他） 

第５条 この要領に定めるもののほか，運営上必要な事項は，別途定める。 

(附則) この要領は，平成２６年１２月１日から施行する。 
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調布市教育委員会指導室 

 

調布市教育委員会いじめ防止対策連絡協議会設置要領 

 

 

（設置） 

第１条 調布市教育委員会は，いじめ防止対策推進法第１４条第１項の規定に基づき，いじめの防止等 

に関係する機関及び団体との連携を図るため，調布市教育委員会いじめ防止対策連絡協議会（以 

下「協議会」という。）を設置する。 

 

（組織） 

第２条 協議会は，調布市立学校校長会・副校長会からの各代表者，指導室担当指導主事，教育相談所 

担当者，各学校生活指導主任，調布警察署生活安全課少年係係長及びスクールサポーター，その 

他の関係者（必要に応じて，子ども家庭支援センターすこやか担当者，保護司会代表者等）によ 

り構成される調布市小・中生活指導主任会をもって充てる。 

 ２ 協議会が必要とするときは，前項以外の関係機関及び関係者からの出席を求めることができる。 

 

（いじめ防止対策連絡協議会における所掌事項） 

第３条 いじめ防止対策連絡協議会は，次に掲げる事項について協議する。 

（１） 調布市立学校における，いじめ防止等のための対策に関すること 

（２） いじめ防止等に関係する機関及び団体の連携に関すること 

（３） その他，いじめ防止等のための推進に関すること 

 

（その他） 

第４条 この要領に定めるもののほか，運営上必要な事項は，別途定める。 

(附則) この要領は，平成２６年１２月１日から施行する。 
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Ⅳ おわりに 

 

調布市人権教育推進委員会 

副委員長  江原 幸一 

（調布市立第一小学校校長） 

 副委員長  辻  久恵 

（調布市立第三小学校校長） 

 

 

 今年度も児童・生徒の人権が奪われ，尊い人命が失われる事件が全国的

にいくつも起こりました。その中でも特に痛ましいものとして，平成 26 年

７月 30 日に東京都西東京市の中学２年の男子生徒が，継父の虐待で自殺に

追い込まれた事件がありました。報道によれば，６月ごろ継父から「息が

くさいから，自分と話す時はマスクをしろ」と命令されたり，７月 29 日に

は「 24 時間以内に首でもつって死んでくれ」と言われたりして，この男子

生徒は翌日，自宅で首をつって自殺したというものです。著しい人権侵害

であると感じます。また，欠席を続けていたときの学校側の対応も話題と

なりました。  

 学校では現在，いじめの撲滅や不登校の未然防止，体罰の根絶など児童

・生徒の人権を守るための取組に力を入れています。児童・生徒はもとよ

り，すべての教職員が人権尊重の精神を正しく身に付け，人権感覚をしっ

かりともち，養う必要があります。  

 学校において取り組む人権課題には，女性・子供・高齢者・障害者・同

和問題・アイヌの人々・外国人・ＨＩＶ感染者・犯罪被害者やその家族，

その他の人権課題など様々にあります。すべての教職員が人権感覚を磨き，

教育活動全体を通して組織的・計画的に推進していくことが大切です。  

 調布市人権教育推進委員会では，調布市の小・中学校の人権教育に関わ

る課題を明らかにし，その対応を協議するとともに授業研究を行い，人権

教育ニュースや人権教育指導資料を作成し，人権教育の普及と啓発を推進

してきました。  

 調布市の小・中学校においては，児童・生徒が様々な人権課題について

学び，自らの権利と義務，自由と責任についての理解と認識を深め，他者

の人権を尊重し，人権尊重の精神を生活の中に活かしていくことができる

よう，本指導資料の積極的な活用をお願いいたします。  
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【幹事会】 

   委員長 

   副委員長 

   副委員長 

   担当副校長 

   担当副校長 

   担当主幹教諭 

   担当主幹教諭 

   担当主幹教諭 

 

 調布市立第四中学校    校 長   藤倉 正道 

 調布市立第一小学校    校 長   江原 幸一 

 調布市立第三小学校    校 長   辻  久惠 

 調布市立上ノ原小学校   副校長   小川 孝裕 

 調布市立第三中学校    副校長   藤江  理 

 調布市立第一小学校   主幹教諭   大貫  修 

 調布市立緑ヶ丘小学校  主幹教諭   滋野 卓也 

 調布市立第五中学校   主幹教諭   加藤 祐志 

【推進委員】 

  第一小  今井 典子    第二小  野島 祐子      第三小   清水佳代子 

  八雲台小  小野 英樹    富士見台小  島田 美雪    滝坂小   小陽 聖華 

  深大寺小  青沼 敬子    上ノ原小  榊 あんな   石原小  平山 浩美 

若葉小   樋口 理恵    緑ヶ丘小  滋野 卓也    染地小  坪谷 知行 

  北ノ台小  岩瀬 直子    多摩川小  濱田 早苗     杉森小  松﨑寿美子  

  飛田給小  國廣 淨和    柏野小  篠塚 順子    国領小  坪松 妙子 

  布田小  知久 伸臣    調和小  眞田 礼子     調布中  名取 綾子 

  神代中  斉藤 昭徳    第三中  浅倉  綾    第四中  田中 桂子 

  第五中  横川  渉    第六中  五十嵐 隆     第七中  高津 勝也 

  第八中  高橋友紀子 

【調布市教育委員会指導室】 

      指導室長   村木 尚生 

      統括指導主事 秋國 光宏 

      指導主事   江原 光紀 

      指導主事   鈴木 達彦 

      指導主事   浅野 周子 
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平成２６年度 人権教育指導資料 

「人権教育の推進と啓発」 

自分の大切さとともに他の人の大切さを認めることができる児童・生徒の育成  

～人権課題「子供」への取組～ 
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